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１
月
30
日
（
日
）は
、山
梨
県
知
事
選
挙
の

投
票
日
（
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
）で
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、皆
さ
ん
の
意
見
を
県
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
で
す
。一
人
ひ
と
り
の
願
い
を
県
政
に
生
か

す
た
め
、あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

☆
投
票
で
き
る
人

　
こ
の
選
挙
の
投
票
を
す
る
に
は
、富
士
河
口

湖
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
が

名
簿
に
登
録
さ
れ
、今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き

ま
す
。

①
住
所
要
件

・
平
成
22
年
10
月
12
日
以
前
か
ら
富
士
河

口
湖
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
投

票
日
ま
で
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
者
。

・
平
成
22
年
10
月
12
日
以
前
に
転
入
届
を

出
し
た
方
で
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

・
10
月
13
日
以
降
転
入
届
を
さ
れ
た
方
は
、

当
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ

ん（
３
か
月
未
満
の
た
め
）の
で
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
転
入
前
の
県
内
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、
10
月
13

日
以
降
に
２
回
以
上
、
他
市
町
村
に
住
所
移

転
を
さ
れ
ま
す
と
、投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

・
な
お
、１
月
30
日
（
投
票
日
）
以
前
に
県
外

へ
転
出
さ
れ
る
方
は
、今
回
の
選
挙
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

②
年
齢
要
件

・
平
成
３
年
１
月
31
日
以
前
に
出
生
し
た
者
。

　
選
挙
人
名
簿
登
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
TEL
７
２-

１
１
１
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　　　　　　　　

☆
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、１
月
18
日
ご
ろ
ま
で

に
届
く
よ
う
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ご
本
人
の
氏
名
や
投
票
所
名
を
確
認
し
て

か
ら
投
票
所
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。何
か
の

事
情
で
入
場
券
が
投
票
日
ま
で
に
届
か
な
か

っ
た
り
、紛
失
し
た
場
合
で
も
、選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
や

保
険
証
等
）を
持
参
し
、投
票
所
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　☆
指
定
の
投
票
所
で

　
投
票
所
は
船
津
・
浅
川
・
小
立
・
大
石
・
河

口
・
勝
山
・
長
浜
・
西
湖
・
根
場
・
大
嵐
・
精
進
・

本
栖
・
富
士
ヶ
嶺
地
区
に
、そ
れ
ぞ
れ
次
の
場

所
に
設
け
ら
れ
ま
す
。
船
津
地
区
は
投
票
所

が
２
か
所
に
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、ま
ち
が
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

富
士
河
口
湖
町
交
流
セ
ン
タ
ー

　　　　（
旧
河
口
湖
町
役
場
）（
第
１
投
票
区
）

浅
川
公
民
館
　　　　　　　　    

（
第
２
投
票
区
）

小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
　　　　 

（
第
３
投
票
区
）

大
石
福
祉
セ
ン
タ
ー
　　　　   （
第
４
投
票
区
）

河
口
福
祉
セ
ン
タ
ー
　　　　   

（
第
５
投
票
区
）

船
津
保
育
所
　　　　　　　　　  

（
第
６
投
票
区
）

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　 （
第
７
投
票
区
）

足
和
田
交
流
セ
ン
タ
ー 

　　 （
第
８
投
票
区
）

西
湖
公
民
館
　　　　　　　　　　 （
第
９
投
票
区
）

根
場
公
民
館
　　　　　　　　　　 （
第
10
投
票
区
）

大
嵐
児
童
館
　　　 

　　　　　   

（
第
11
投
票
区
）

精
進
・
本
栖
保
育
所
　　　　 

　（
第
12
投
票
区
）

本
栖
公
民
館
　　　　　　　　　　 （
第
13
投
票
区
）

上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　（
第
14
投
票
区
）

　
指
定
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、町
内
で
住
所
を
移
さ
れ
た
場
合
、以

前
の
住
所
に
入
場
券
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、入
場
券
に
記
載
さ
れ
た

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
文
字
が
書
け

な
い
人
に
は
、投
票
所
の
係
員
が
投
票
の
秘
密

を
侵
す
こ
と
な
く
代
理
で
筆
記
す
る
代
理
投

票
も
で
き
ま
す
。
本
人
が
直
接
投
票
所
受
付

で
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

☆
期
日
前
投
票
の
ご
案
内

　
仕
事
の
都
合
や
旅
行
、病
気
、出
産
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、投
票
日
に
投
票

所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、期
日
前
投
票
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
期
間
】

　
１
月
14
日(

金)

か
ら
１
月
29
日（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

【
投
票
場
所
】

　
富
士
河
口
湖
町
役
場
　１
階

【
必
要
な
も
の
】

　
本
人
を
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）か
入
場
券（
届
い
て
い
る
方
）。

※

備
え
付
け
の
宣
誓
書
に
不
在
の
理
由
な
ど

を
記
入
の
う
え
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
不
在
者
投
票
の
ご
案
内

　
病
院
や
施
設
に
入
院
、入
所
さ
れ
て
い
る
場

合
、
各
施
設
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
病
院
等
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
１
月
30
日
で
す
。

あ
な
た
の
一
票
か
ら
県
政
は
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
】　（
町
役
場
総
務
課
内
）

　　　　　富
士
河
口
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会

　　　　　　TEL
７
２-

１
１
１
２
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富
士
河
口
湖
町
交
流
セ
ン
タ
ー

(

第
1
投
票
区)

(

旧
河
口
湖
町
役
場)　船津地区

●公民館

至
河
口
湖
大
橋

至河口湖駅

●
す
か
い
ら
ー
く

●
河
口
湖

　

郵
便
局

P P

(旧河口湖町役場)

富士河口湖町
交流センター

江岸寺江岸寺

上九一色中学校
至精進湖

至富士宮

至鳴沢

至本栖湖

至富士宮

富士ヶ嶺公民館

富士ヶ嶺
保育所富士豊茂

小学校

本　栖
公民館

上九一色
コミュニティ
センター

上九一色
コミュニティ
センター

山神社

至
本
栖
湖富

士
ヶ
嶺
A
コ
ー
プ

精進小学校

至河口湖 至本栖湖

精
進
出
張
所

精
進
・
本
栖
保
育
所

精進郵便局

有
権
者
の
皆
さ
ん
の

正
し
い
良
識
と

自
覚
で
、

明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
を

民宿あじ味

白山神社

河　

口　

湖

●湖畔荘

●

●

●

●

●

●ホテル湖龍

浅　　川
公 民 館

河　口　湖

山梨中央銀行

●妙法寺

小立簡易郵便局

●小立保育所宝司医院●

小立小学校●

小立福祉
センター

河　口　湖

●大石郵便局

●浅間神社

●大石小学校

海蔵寺

JA北富士

大石福祉
センター

河　

口　

湖
西　

湖

西　湖

郵
便
局

大嵐
児童館

浅間神社

●
河口保育所

JA北富士警察官
駐在所

河口福祉
センター

河
口
小
学
校
●

河口湖町駅前通り至小立

至富士山

至小立

東電変電所●

一方通行にご協力ください

商工会●

至富士吉田

●セブンイレブン

船 　 津
保 育 所

ス
バ
ル
ラ
イ
ン

P

P

P
P

P

小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

第
3
投
票
区)

大
石
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

第
4
投
票
区)

河
口
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

第
5
投
票
区)

足
和
田
交
流
セ
ン
タ
ー

(

第
8
投
票
区)

上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

第
14
投
票
区)

船
津
保
育
所

(

第
6
投
票
区)

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

(

第
7
投
票
区)

大
嵐
児
童
館

(

第
11
投
票
区)

西
湖
公
民
館

(

第
9
投
票
区)

精
進
・
本
栖
保
育
所

 (

第
12
投
票
区)

根
場
公
民
館

(

第
10
投
票
区)

本
栖
公
民
館

(

第
13
投
票
区)

浅
川
公
民
館

(

第
2
投
票
区)

旧勝山役場

コウモリ穴至
コ
ウ
モ
リ
穴

農協

大嵐小学校

至野鳥の森
公園

至鳴沢 至勝山

富士ビューホテル

西浜小・中学校

西湖民宿

勝山小・中学校勝山小・中学校

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

● ●

●

●

勝山ふれあい
センター

足和田交流
センター

西湖公民館

根場
公民館

西　湖

投票所案内略図投票所案内略図
入場券に記載されている

投票所で投票できます。

　
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
は
、
民
主
主

義
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
す
。

　
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
は
誰
も
が
望

ん
で
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
で
き
る
の
は

有
権
者
の
自
覚
で
あ
り
、
候
補
者
本
人

と
選
挙
運
動
に
た
ず
さ
わ
る
方
の
良
識

あ
る
行
動
で
す
。

　
有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
良
識
と
自
覚

が
、正
し
く
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
選
挙
の
浄
化
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
意
見
を
こ
れ
か
ら
の

県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
代
表
者
を

選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
責
任
を
持
っ
て
、
一
票
を
投
じ
、
明
る

く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
に
み
ん
な
で

努
め
ま
し
ょ
う
。
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去
る
11
月
15
日
（
月
）
の
町
制
記
念
日
に
、
勝
山
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
さ
く
や
ホ
ー
ル
で
町
制
施
行
７
周
年
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
町
の
行
政
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
町
政
功
労
者
９
名
、
善
行
者
２
名
１

団
体
、
ま
た
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
活
躍
さ
れ
た
文

化
賞
１
名
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
６
名
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し

た
。受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

望
月
　
幸
子
（
小
立
）

　
昭
和
４
年
２
月
３
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
美
術
館
協
議
会
委
員
５
期
10

年
、
図
書
館
協
議
会
委
員
３
期
６
年
、
町
議
会
議
員
を
１

期
４
年
歴
任
し
、
ま
た
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
役
員
を

長
年
務
め
ら
れ
、多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

堀
内
　
久
芳
（
大
石
）

　
昭
和
８
年
１
月
25
日
生

　
旧
河
口
湖
町
大
石
総
合
開
発
委
員
会
委
員
８
期
16
年
、

大
石
財
産
区
管
理
委
員
２
期
８
年
歴
任
し
、
ま
た
そ
の
間

富
士
吉
田
交
通
安
全
協
会
大
石
支
部
長
を
15
年
務
め
ら

れ
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

堀
内
　
健
三
（
大
石
）

　
昭
和
９
年
２
月
11
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
か
ら
文
化
財
審
議
会
委
員
を
７
期
14

年
、
町
都
市
計
画
審
議
委
員
２
年
、
民
生
委
員
３
年
、
大

石
地
区
自
治
会
長
１
年
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
そ
の
間
多
く

の
公
職
を
歴
任
す
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展

に
貢
献
し
た
。

山
本
　
直
木
（
河
口
）

　
昭
和
９
年
10
月
19
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
、
河
口
総
合
開
発
委
員
会
委
員

７
期
14
年
、
河
口
財
産
区
管
理
委
員
１
期
４
年
、
町
総
合

開
発
委
員
会
委
員
２
期
４
年
歴
任
し
、
ま
た
合
併
後
に
も

町
公
共
下
水
道
審
議
会
委
員
や
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

を
務
め
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し

た
。

渡
邊
　
佐
一
（
小
立
）

　
昭
和
10
年
２
月
１
日
生

　
旧
河
口
湖
町
時
代
か
ら
小
中
学
校
や
保
育
所
の
歯
科
校

医
を
43
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
、
児
童
・
生
徒

の
健
康
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

外
川
　
啓
介
（
浅
川
）

　
昭
和
10
年
３
月
１
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
図
書
館
協
議
会
委
員
４
期
８

年
、
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
４
年
、
美
術
館
協
議
会
委

員
４
年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
す
る
傍
ら
、
行
政
相
談
委

員
を
６
年
７
ヶ
月
務
め
ら
れ
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展

に
貢
献
し
た
。

渡
邊
　
國
藏
（
小
立
）

　
昭
和
10
年
５
月
２
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
小
立
水
道
審
議
会
委
員
２
期
６

年
、
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員
２
年
、
小
立
総
合
開
発
委

員
会
委
員
２
年
、
温
泉
運
営
審
議
会
委
員
３
年
９
ヶ
月
、

湖
南
水
道
事
業
常
任
委
員
会
委
員
３
年
等
多
く
の
公
職
を

歴
任
し
、
ま
た
、
小
立
地
区
観
光
協
会
役
員
を
長
年
務
め

る
な
ど
、
町
の
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

堀
内
　
曻
（
船
津
）

　
昭
和
10
年
８
月
14
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
大
石
総
合
開
発
委
員
会
委
員
３

期
６
年
、
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
３
年
、
小
口
資
金
融

資
斡
旋
審
査
委
員
会
委
員
５
年
９
ヶ
月
、
大
石
地
区
公
民

館
長
５
年
、
保
護
司
４
年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
多

年
に
わ
た
り
町
政
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。

　

町
政
功
労
賞

町
制
施
行
７
周
年
記
念
式
典
で
、

　

町
政
功
労
者
、善
行
者
、文
化
賞
、ス
ポ
ー
ツ
賞
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

町
制
施
行
７
周
年
記
念
式
典
で
、

　

町
政
功
労
者
、善
行
者
、文
化
賞
、ス
ポ
ー
ツ
賞
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

町
制
施
行
７
周
年
記
念
式
典
で
、

　

町
政
功
労
者
、善
行
者
、文
化
賞
、ス
ポ
ー
ツ
賞
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
、
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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駒
谷
　
智
弘
（
河
口
）

　
昭
和
10
年
10
月
９
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
、
消
防
委
員
会
委
員
３
期
６

年
、
河
口
総
合
開
発
委
員
会
委
員
５
年
９
ヶ
月
、
河
口
地

区
自
治
会
長
２
年
、
社
会
教
育
委
員
２
年
、
西
深
沢
財
産

区
管
理
委
員
４
年
、
河
口
簡
易
水
道
事
業
運
営
審
議
会
委

員
２
年
等
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
に
貢
献

し
た
。

宮
下
　
義
夫
（
河
口
）

　
平
成
４
年
河
口
湖
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
設
立
と
同
時
に

事
務
局
長
に
就
任
し
、
月
例
歩
く
会
の
開
催
や
、
日
本
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
各
種
大
会
に
参
加
し
、
町
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
協
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
多

大
な
貢
献
を
し
て
い
る

中
村
　
裕
貞
（
河
口
）

　
長
年
に
亘
り
、
河
口
地
区
県
道
沿
い
の
空
き
缶
や
ご
み

を
拾
う
な
ど
の
清
掃
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
環

境
美
化
及
び
自
然
環
境
保
全
に
努
め
、
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
る
。

シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ミ
ツ
株
式
会
社
（
船
津
）

　
富
士
河
口
湖
町
の
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
金
１

０
０
０
万
円
を
寄
付
さ
れ
、
町
政
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
。

有
松
　
太
郎
（
勝
山
）

　
昭
和
36
年
10
月
６
日
生

　　２
０
１
０
第
19
回
世
界
パ
ズ
ル
選
手
権
大
会
　個
人 

優
勝

渡
邊
　
大
規
（
富
士
ヶ
嶺
）

　
昭
和
63
年
５
月
23
日
生

　
第
46
回
全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

　　　　男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
リ
レ
ー
　４×

１
０
０
０
ｍ
　優
勝

　
平
成
22
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
５
０
０
ｍ
　
優
勝

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ
　
優
勝

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
２
０
０
ｍ
　
優
勝

　
第
65
回
国
民
体
育
大
会
　
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技

　
　
成
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
５
０
０
ｍ
　
優
勝

渡
辺
　
空
（
富
士
ヶ
嶺
）

　
平
成
４
年
６
月
13
日
生

　
第
６
回
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
　

　
　
ジ
ュ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
小
松
大
会

　
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
５
０
０
ｍ
　
優
勝

渡
邊
　
由
香
（
精
進
）

　
平
成
５
年
５
月
８
日
生

　
第
６
回
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
　

　
　
ジ
ュ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
小
松
大
会

　
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
５
０
０
ｍ
　
優
勝

堀
内
　
絢
太
（
大
石
）

　
昭
和
63
年
９
月
５
日
生

　
第
37
回
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会 

男
子
エ
イ
ト
　
優
勝

中
村
　
良
平
（
大
石
）

　
昭
和
63
年
９
月
20
日
生

　
第
88
回
全
日
本
選
手
権
大
会

　
　
男
子
舵
手
つ
き
フ
ォ
ア
　 
優
勝

高
木
　
雅
也
（
船
津
）

　
平
成
９
年
８
月
28
日
生

　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会

　
　
男
子
チ
ル
ド
レ
ン
Ⅱ
　
１
位
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

善
行
表
彰

文　

化　

賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

　
　
　
『
標
語
･
俳
句
･
川
柳
』を
募
集
し
ま
す
。

　
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
。
そ
ん
な
社
会
の
実

現
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た
「
標
語･

俳
句
・
川
柳
」
を

皆
さ
ん
か
ら
大
募
集
し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

内
容
の
も
の
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

☆
家
族
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
認
め
合
い
助
け
合
う
、

　
愛
情
あ
ふ
れ
た
家
庭

☆
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町

　
づ
く
り

☆
男
と
か
女
と
か
で
は
な
く
、
「
私
ら
し
く
生
き
る
」
っ

　
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

■
締
切
　
平
成
23
年
１
月
31
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

■
応
募
方
法
　
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
住
所･

　
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
ご
応

　
募
く
だ
さ
い
。

○
応
募
の
際
の
個
人
情
報
は
連
絡
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

○
各
地
区
出
張
所
で
も
受
付
し
ま
す
。

■
審
査
方
法
及
び
発
表
　

○
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
入
賞

　
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

○
入
賞
作
品
は
男
女
共
同
参
画
啓
発
の
行
事
や
広
報
活
動

　
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
及
び
使
用
権
は
町
に
帰
属
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

●
応
募
・
問
合
先
　
企
画
課
　
男
女
共
生
・
国
際
係

　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
１
７
０
０
番
地

　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

１
１
２
９
　
FAX
７
２‐

０
９
６
９

　
　E

-m
a
il

　k
ik
a
k
u
@
tow
n
.fujik

aw
a
g
u
ch
ik
o
.lg
.jp
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会 長
中村 金一
（船津・選挙）

職務代理
渡辺 幹夫

（富士ヶ嶺・選挙）

副会長
渡邊 藤三
（小立・選挙）

副会長
梶原 和夫
（大石・選挙）

副会長
渡邊 和治
（河口・選挙）

副会長
堀内 道雄
（勝山・選挙）

副会長
梶原 芳章

（長浜・土地改良区）

新しい町の農業委員会の委員が決定しました。
　11月15日から、農業委員会が新たな体制でスタートしました。
　10月31日に執行された富士河口湖町農業委員会委員選挙で19名が選ばれ、さらに町議会からの推薦2名、農協か
らの推薦3名、農業共済からの推薦2名、土地改良区からの推薦１名で合計27名が新しい農業委員会の委員となり
ました。任期は3年です。
　また、11月19日に開かれた臨時総会で会長や副会長などの役員も決定しました。

井出 　功
（船津・選挙）

梶原 　努
（船津・選挙）

小佐野 茂雄
（船津・選挙）

渡邉 喜久男
（船津・議会）

外川 　勇
（小立・選挙）

梶原 常民
（小立・選挙）

渡邊 　弘
（小立・選挙）

渡邊 余緒治
（小立・議会）

堀内 隆嶺
（大石・選挙）

石川 利郎
（河口・選挙）

中村 武夫
（河口・農協）

三浦 征治朗
（長浜・選挙）

三浦 金雄
（西湖・選挙）

小佐野 幸正
（勝山・選挙）

小林 博文
（勝山・共済）

馬淵 正幸
（富士ヶ嶺・選挙）

伊藤 正夫
（富士ヶ嶺・農協）

林　 元次
（富士ヶ嶺・共済）

角田 元昭
（富士ヶ嶺・選挙）

伊藤 正照
（本栖・農協）
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11
月
３
日
（
水
・
祝
）
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
、
第
７
回
富
士
河
口
湖
町
文
化
祭
式
典
に
お
い
て
、

町
の
教
育
、
文
化
芸
術
振
興
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

に
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

三
浦
　
園
子
　

　
　
平
成
15
年
12
月
か
ら
平
成
21
年
12
月
ま
で
の
６
年
間
、

　
教
育
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
こ
の
間
教
育
委
員
長
や

　
職
務
代
理
を
務
め
ら
れ
、
町
の
教
育
行
政
の
向
上
に
尽

　
力
さ
れ
た
。

堀
内
　
拓
美
　

　
　
平
成
17
年
12
月
か
ら
平
成
21
年
12
月
ま
で
の
４
年
間
、

　
教
育
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
こ
の
間
教
育
委
員
長
や

　
職
務
代
理
を
務
め
ら
れ
、
町
の
教
育
行
政
の
向
上
に
尽

　
力
さ
れ
た
。

半
田
　
幸
久
　

　
　
平
成
８
年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
14
年
間
、

　
旧
河
口
湖
町
、
富
士
河
口
湖
町
社
会
教
育
委
員
と
し
て

　
活
躍
さ
れ
、
８
年
間
社
会
教
育
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、

　
住
民
の
意
向
を
社
会
教
育
行
政
に
反
映
さ
せ
、
地
域
づ

　
く
り
、
人
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た
。

小
佐
野
昭
二
　

　
　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の

　
会
長
と
し
て
12
年
間
会
員
を
統
括
し
、
山
梨
県
文
化
賞

　
奨
励
賞
を
受
賞
。
ま
た
富
士
山
河
口
湖
音
楽
祭
実
行
委

　
員
長
と
し
て
９
年
間
務
め
ら
れ
、
町
の
音
楽
、
文
化
、

　
芸
術
振
興
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

渡
邊
　
つ
よ
　

　
　
昭
和
49
年
現
在
の
中
央
公
民
館
完
成
と
と
も
に
、
ロ

　
ー
ケ
ツ
染
め
を
始
め
、
そ
の
後
木
彫
り
教
室
、
陶
芸
教

　
室
に
積
極
的
に
参
加
し
、
95
歳
に
な
っ
た
今
日
も
教
室

　
の
皆
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
生
涯
学
習
を
実
践
す
る
姿

　
は
他
の
模
範
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
文
化
の
振
興
に

　
も
尽
力
さ
れ
た
。

小
河
原
　
弘
　

　
　
昭
和
50
年
に
日
本
書
道
院
の
師
範
に
合
格
。
平
成
５

　
年
日
本
書
道
院
展
で
特
別
大
賞
を
受
賞
。
河
口
公
民
館

　
で
は
毎
週
書
道
教
室
を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

　
て
指
導
に
あ
た
る
。
ま
た
老
人
の
健
康
増
進
の
た
め
気

　
功
体
操
を
創
り
住
民
に
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
。

　
社
会
教
育
委
員
も
務
め
、
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
。

教
育
功
労
賞

文
化
功
労
賞

覚　

賞

ふじサンサン 富士河口湖町男女共同参画推進員会

日
本
女
性
会
議
２
０
１
０
き
ょ
う
と　

に
参
加
し
て

横
田　

聖
美

　
こ
の
会
議
で
私
は「
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
〜
働
き
方

革
命
！
企
業
も
社
員
も
家
族
も
み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ラ
ン

ス
〜
」と
い
う
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
京
都
大
学
教
授
で
日
本
初

の

男
性
学

な
ど
の
講
義
を
さ
れ
て
い
る
、

伊
藤
公
男
先
生
は
具
体
的
な
デ
ー
タ
を

基
に
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
１
９
７
０
年
に
は
女
性
の
就
業
率
が
先

進
24
カ
国
中
２
位
（
55
％
）で
あ
っ
た
日
本

が
２
０
０
０
年
に
は
18
位
（
60
％
）に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
は
１
３
４
カ
国
中
１
０
１
位
で
、こ
れ
が

日
本
経
済
の
弱
点
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
。

　
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
い

一
番
の
問
題
は
企
業
風
土
で
、「
忙
し
い

（
と
い
う
思
い
込
み
）
↓
社
員
充
実
・
会
社

繁
盛
↓
皆
ハ
ッ
ピ
ー
」と
い
う
思
想
だ
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
。日
本
は
工
場
を
除
く

と
非
常
に
生
産
性
の
低
い
国
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
日
本
も
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
そ
れ

ぞ
れ
が
努
力
を
し
て
は
い
ま
す
が
、世
界
は

も
っ
と 

す
ご
い 

と
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

　
風
土
を
変
え
る
こ
と
は
制
度
を
変
え
る

事
よ
り
、ず
っ
と
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、企
業
・

社
員
・
家
族
ば
か
り
か
、日
本
の
経
済
・
社

会
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
ら
な
い
と
感
じ
た
貴
重

な
時
間
で
し
た
。

”

”

“

“

第
７
回
富
士
河
口
湖
町
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
回
富
士
河
口
湖
町
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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「
町
長
さ
ん
と
語
る
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
」

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府　

J
1
昇
格
決
定

外
川
真
理
亜
さ
ん
母
校
で

　
　
　
　

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
11
月
４
日
、
町
中
央
公
民
館
で
、
町
内
の
小
・
中
・

高
・
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
り
、
各
校
の
状
況
や

児
童
会･

生
徒
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

自
分
た
ち
の
夢
や
考
え
を
話
し
、
町
政
に
携
わ
る
人
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
や
町
づ

く
り
を
目
指
す
姿
勢
や
意
識
向
上
を
図
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
町
の
宝
物
（
誇

れ
る
も
の
）
と
い
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
富
士
山
や
湖
な

ど
の
自
然
環
境
を
上
位
に
、

私
た
ち
の
学
校
の
宝
物
（
誇

れ
る
も
の
）
で
は
全
校
が
仲

よ
し
な
ど
明
る
い
学
校
、

生
徒
の
様
子
を
上
位
に
あ

げ
る
学
校
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
町
を
ど
ん
な
町

に
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
互
い
に
意
見
を
交
換
し
活
発
な
話
し
合
い

と
な
り
ま
し
た
。

　
富
士
河
口
湖
町
河
口
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
外
川
真
理
亜
さ

ん
は
、
現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
国
内
外
を
問
わ

ず
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る
若
手
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
大
曲
翔
さ
ん
と
11
月
２
日
に
河
口
湖
北
中
学

校
で
、
４
日
に
は
母
校
の
小
立
小
学
校
、
湖
南
中
学
校

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
立

小
学
校
で
は
す
べ
て
１
〜
６
年
生
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
で

構
成
し
た
曲
目
を
、
ま
た
中
学
校
で
は
、ク
ラ
シ
ッ
ク
以

外
に
も
、
中
学
生
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
わ
か
り

や
す
く
心
に
響
く
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
年
１
月
に

は
来
日
す
る
チ
ェ
コ
の

若
い
名
手
達
と
円
形
ホ

ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま

す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
県
内
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
後
を
絶

た
ず
、
10
月
26
日
現
在

で
飲
酒
運
転
が
関
係
す

る
事
故
に
よ
り
７
人
も

の
命
が
奪
わ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
飲
酒
事
故
発
生
件

数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
２

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

状
況
を
改
善
す
る
た

め
、「
飲
酒
運
転
根
絶

宣
言
」が
行
わ
れ
、
町
長

か
ら
富
士
吉
田
警
察
署
長
へ
宣
言
文
が
読
み
上
げ
ら
れ

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
宣
言
文
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
『
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
こ
と
』

　
『
運
転
す
る
人
に
絶
対
酒
を
勧
め
な
い
こ
と
』

　
『
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
運
転
し
な
い
、
ま
た
同
乗
し

　
　
な
い
こ
と
』

　
『
酒
を
飲
ん
だ
人
に
車
を
絶
対
貸
さ
な
い
こ
と
』

　
『
飲
酒
運
転
を
断
じ
て
許
さ
な
い
こ
と
』

　
家
庭
・
職
場
・
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
。
　

 

　
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
は
、
Ｊ
１
昇
格
の
条
件
で
あ

る
今
シ
ー
ズ
ン
リ
ー
グ
の
３
位
以
内
が
確
定
し
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
５
連
勝
と
い
う
ク
ラ
ブ
記
録
や
14

試
合
連
続
負
け
無
し
と
い
う
安
定
し
た
戦
い
を
続
け

４
季
ぶ
り
の
Ｊ
１
復
帰
と
な
り
ま
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン

は
、
勝
ち
点
差
１
で
惜
し
く
も
Ｊ
１
復
帰
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
選
手

・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
き
た
結
果
で

す
。

　
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
で
は
、
県
内
す
べ
て
の
市
町

村
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
富
士
河
口

湖
町
も
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
と
し
て
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦
（
９

月
19
日
）
で
の
試
合
運
営
の
協
力
、
富
士
河
口
湖
町
の

誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
（
10
月
16
日
）
へ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ヴ
ァ

ン
く
ん
フ
ォ
ー
レ
ち
ゃ
ん

の
来
場
な
ど
、
ヴ
ァ
ン
フ

ォ
ー
レ
甲
府
と
富
士
河
口

湖
町
は
幅
広
く
連
携
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
来
季
は
Ｊ
１
と
い
う
ス

テ
ー
ジ
で
闘
う
地
域
に
根

ざ
し
た
ク
ラ
ブ
「
ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
甲
府
」
を
町
民

み
ん
な
で
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ー
山
梨
の
皆
様
と
共
に
・・

　

I
C
H
I
G
A
N 

ー
T
r
y 

A
g
a
i
n
ー
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総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
月
か
ら
役
場
の
窓
口

　
　

受
け
付
け
時
間
が
変
わ
り
ま
す

住
基
カ
ー
ド
普
及
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
て
「
住
民
票
の
写
し
」
「
印
鑑
登

録
証
明
書
」
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
23
年
４
月
以
降
、
住
基
カ
ー
ド
を
使
っ

て
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
別
途
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
（
手
続
き

開
始
は
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
を
予
定
）

◎
全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
で
利
用
で
き
ま
す
。

◎
証
明
手
数
料
は
１
件
２
０
０
円
と
お
得
で
す
。

（
役
場
窓
口
で
取
得
の
場
合
は
１
件
３
０
０
円
）

お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
国
や
県
の
制
度
改
正
に
準
じ
て
、

平
成
23
年
１
月
か
ら
職
員
の
勤
務
時
間
を
15

分
短
縮
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
役
場
の
窓
口
の
受
付
時
間

が
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

※

水
曜
日
の
延
長
窓
口
は
、
従
来
ど
お
り
午

後
６
時
30
分
ま
で
行
い
ま
す
。

　な
お
、
保
育
所
や
生
涯
学
習
館
（
図
書
館
）
、

子
ど
も
未
来
創
造
館
な
ど
の
開
館
時
間
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

 

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
、
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
の
無
料
撮
影
な
ど

住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
を
「
無
料
」
と
す
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。 

◇
写
真
撮
影
を
必
要
と
す
る
方

■
日
程
　
12
月
８
日
、
９
日
、
15
日
、
16
日
、
22
日
、

■
受
付
時
間
　
午
前
11
時
〜
午
後
６
時 

■
受
付
場
所
　
役
場
本
庁
舎
　
住
民
課

■
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
○
本
人
確
認
書
類

　
　
免
許
証
又
は
パ
ス
ポ
ー
ト
（
当
日
発
行
で
す
） 

　
　
保
険
証
、
年
金
証
書
、
預
金
通
帳
な
ど
２
点

（
後
日
発
行
に
な
り
ま
す
）

　
○
印
鑑 

◇
写
真
を
ご
自
身
で
持
参
さ
れ
る
方

■
日
程
　
12
月
28
日
ま
で
の
土
日
祝
祭
日
を
除
く
毎
日

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
　
　
　
　
　
（
本
庁
は
午
後
７
時
ま
で
受
付
）

■
受
付
場
所
　
役
場
本
庁
舎
　
住
民
課

　
　
　
　
　
　
役
場
各
出
張
所

　
（
出
張
所
で
は
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
受
付
を
行

　
　
い
ま
せ
ん
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
○
本
人
確
認
書
類

　
　
免
許
証
又
は
パ
ス
ポ
ー
ト
（
当
日
発
行
）

　
　
保
険
証
、
年
金
証
書
、
預
金
通
帳
な
ど
２
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
日
発
行
に
な
り
ま
す
）

　
○
印
鑑 

※

写
真
は
縦
4.5
㎝×

横
3.5
㎝
　
カ
ラ
ー
脱
帽
上
半
身

※

た
だ
し
、
出
張
所
で
の
受
付
の
方
は
後
日
発
行
と
な
り

　
ま
す
。

※

写
真
付
住
基
カ
ー
ド
は
公
的
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

　
で
き
ま
す
。

●
問
合
先
　
住
民
課
　
TEL
７
２‐

１
１
１
４ 

　
富
士
河
口
湖
町
河
口
地
内
で
、
平
成
３
年
度
か
ら
整
備

を
進
め
て
き
た
国
道
１
３
７
号
河
口
Ⅱ
期
バ
イ
パ
ス
が
開

通
し
ま
す
。
こ
の
開
通
に
よ
り
長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た

河
口
地
区
の
渋
滞
が
解
消
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活

環
境
の
向
上
や
観
光
振
興
、
災
害
時
の
避
難
や
輸
送
の
円

滑
化
な
ど
、
多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
開
通
　
12
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時

●
問
合
先
　
山
梨
県
道
路
整
備
課
　

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
２
３-

１
６
８
７

　
　
　
　
　
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
吉
田
支
所

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５-

２
４-

９
０
８
６

　
　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
５-

２
４
９
０
５
２

開庁

時間

午前８時３０分～

　午後５時１５分

午前８時３０分～

　午後５時３０分

変更後（１月～） 現　行

河口湖大橋

河口湖

御坂トンネル

至甲府

至本栖湖

中央自動車道

至都留

至都留

至山中湖

河口Ⅱ期バイパス

国
道
１
３
７
号

　
　

河
口
Ⅱ
期
バ
イ
パ
ス
が
開
通


